
第五次宮崎市総合計画の策定に係る基本的な考え方について

第五次宮崎市総合計画（H30～H39）

宮崎市地方創生総合戦略（H27～H31）

みやざき共創都市圏ビジョン（H27～H31）

（基本的方向）

主要施策
（主要施策）

将来の都市像
（基本方針）

Ⅰ 良好な生活機能を確保する　　
Ⅱ 良好な就業環境を確保する
Ⅲ 魅力ある価値を創出する
Ⅳ 地域特性に合った社会基盤を確保する

１ ワーク・ライフ・バランスの適正化を図る「子育て支援の充実」
２ 2025年問題を見据えた「医療・福祉の充実」
３ 生活の質の向上と移住の促進を図る「居住環境の充実」
４ 地域・企業ニーズに合った「人材の育成」
５ 若い世代の定着や生産性の向上を図る「雇用の場の創出」
６ 交流人口や販路の拡大を図る「ブランド力の向上」
７ 「広域公共交通網の構築とインフラの維持・整備」

基
本
構
想

基
本
計
画

戦略プロジェクト
（重点プロジェクト）

１　第五次宮崎市総合計画の基本体系について
資料５

第五次総合計画の策定に当たっては、市民アンケートや取組実績等の
検証により、第四次総合計画を適切に評価するとともに、審議会や専門
部会等での議論を踏まえ、まちづくりの方向性を明確にする。なお、第
五次総合計画は、本市の取組を包括する広範囲の計画になるため、この
基本体系をもとに、計画体系を組み立てていく。

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯　～ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ ～

【参考】第四次総合計画 将来の都市像 【参考】地方創生総合戦略 基本方針

活力と緑あふれる太陽都市･･･みやざき･･･
 ～ 次世代につなぐまちづくり ～

地域に愛着を持ち、新たな価値を共に築く
 ～「ひと」に優しく、「癒し」のある『豊か
な地域社会』の実現を目指して ～

基本目標
（基本目標）

第五次総合計画は、地方創生に向け、人口減少対策に特化して策定し
た「宮崎市地方創生総合戦略」及び「みやざき共創都市圏ビジョン」を
包含する計画となるため、大きな枠組みとなる体系は両計画と共有し、
選択と集中の観点から、重点を置いて取り組む「地方創生総合戦略」の
『重点プロジェクト』は、第五次総合計画の『戦略プロジェクト』に位
置づける。

【第五次総合計画の基本体系（地方創生総合戦略の計画体系と共有）】

重点目標
（重点項目）

※ （　）は総合戦略における計画体系の表記



２　第五次宮崎市総合計画における基本構想の構成について

H27～H31みやざき共創
都市圏ビジョン

平成27年度 平成32年度

宮崎市地方創生
総合戦略

総合戦略編
H27～H31

平成73年度

　　　　　　人口ビジョン編
　　　　　 H72：人口34万人維持

　　　　　　　　（平成22年10月国勢調査ベース）

平成30年度

基本構想・基本計画
H30～H39

（平成27年10月国勢調査ベース)

第五次宮崎市
総合計画

平成40年度

第五次宮崎市総合計画は、平成30年度を始期とする10カ年計画で、基本構想及び基本計画で構成する。なお、
基本構想では、将来の都市像をはじめ、将来推計人口やまちづくりの方向性を明確にするため、
（１）将来推計人口は、平成27年10月実施の国勢調査を基本に、総合戦略人口ビジョン編の将来推計人口モデル
　　のパターンに当てはめ、平成39年度の人口を推計する。
（２）第四次総合計画の基本構想や総合戦略の重点項目における基本的方向をもとに、平成39年度における基本
　　的方向や将来の都市像などを整理し、まちづくりの方向性を明確にする。

平成22年10月実施の国勢調査を基本に、国立社会保障・人口問
題研究所や日本創成会議の推計をベースとして、
 ① 平成62年に合計特殊出生率2.07
 ② 平成52年に15歳から24歳までの年齢層の転出抑制率30％
を達成するパターンを将来推計人口モデルに設定している。

平成27年10月実施の国勢調査を基本に、総合戦略人口ビ
ジョン編の将来推計人口モデルのパターンに当てはめ、平
成39年度の将来人口を推計し、基本構想に反映する。
（平成27年10月実施の国勢調査の結果は、平成28年10月以
降に公表予定）

基本方針
基本的方向

人口推計

第四次総合計画の基本構想や総合戦略の重点項目における
基本的方向をもとに、平成39年度における基本的方向や将
来の都市像などを整理し、基本構想や基本計画に反映する。


